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　かつて、弥平四郎集落と徳沢駅間約 20kmに「軌道（トロッコ道）」

が奥川に沿って敷かれていました。これは、大正３年（1914）の磐

越西線全通に合わせて建設が計画されたものです。当時「林区」と呼

ばれていた国の機関による建設でした。弥平四郎集落下の角
かく

間
ま

沢
さわ

まで

は大正 7年（1918）に、極入集落の北で分岐する弥生集落を通る久
く

良
ら

谷
たに

（倉谷）沢への軌道は昭和 6年（1931）に開設されています。

　トロッコは軌道幅が約 76cm、四輪の上に台を組み、２～３人一組

となり人力で動かすものでした。弥平四郎集落からは、木
き

地
じ

椀
わん

や木炭

をほぼ毎日徳沢駅まで運び、夜明け前に出ても帰りは夜になる重労働

であったとのことです。
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今
月
は
、
６
月
１
日
に
行
わ
れ

た
大
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
よ
り
。
地

元
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
大
山
祇
神
社

御
本
社
ま
で
歩
い
て
参
拝
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
山
ま
つ
り
期

間
中
に
３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

表
紙
で
も
取
り
上
げ
た
大
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
（
６
月
１
日
開
催
）

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
日

に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
全
員
町
外

在
住
で
、
何
年
も
続
け
て
参
拝
し

て
い
る
人
や
初
め
て
参
拝
す
る
人

と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
と
談
笑
し
な
が
ら
楽
し
く

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
最

後
の
２
０
２
段
の
石
段
は
や
っ
ぱ

り
き
つ
か
っ
た
で
す（
汗
）。

　

私
も
い
よ
い
よ
来
年
参
拝
す
る

と
３
年
連
続
と
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
来
年
も
カ
メ
ラ
を
片
手
に
参

拝
す
る
つ
も
り
で
す
！
私
の
『
な

じ
ょ
な
願
い
』、
叶
う
と
い
い
な

あ
…
（
秦
）

　一方、弥生集落（久良谷沢）方面からの運搬品は、豊富にあるブナ・

ナラ・ホウなどの木材が主でした。特にブナ材は、玩
がん

具
ぐ

の原材料と

してアメリカへの輸出が好調であったということです。夏休みには

子どもが手伝うこともあり、小学 6年生の男児が木材を積んだト

ロッコ間に挟
はさ

まれ亡くなるという痛ましい事故もあったそうです。

　現在、鏡山登山者用の町駐車場となる周辺には他県出身従業員の

住宅・事務所・倉庫・学校のある「官行村」がありました。一帯か

らの木材は、極入集落北にある官営製材所へ運ばれ加工されました。

昭和 29 年（1954）に製材所が廃止されると、関係者は他地区へ

と移りました。奥川村には月 6日間だけ軌道利用が許可され、そ

のため木材や薪
しん

炭
たん

の販売が好調となり、大きな経済的効果をもたら

したといわれています。

　その「トロッコ運搬」も昭和 30 年代には終了し、昭和 40 年代

13 戸 79 人を数えた弥生集落は平成 25 年（2013）12 月以降、冬

期間無住の集落となっています。
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